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2050年 ゼロカーボンへの挑戦！

第
１
回

脱
炭
素
先
行
地
域

決
ま
る
！

June 2022

▼

道
内
か
ら
は

３
市
町
が
選
定
！

環
境
省
は
、
４
月
２
６
日
、

２
０
３
０
年
度
ま
で
に
電
力

消
費
に
伴
う
C
O
2
排
出
量

の
実
質
ゼ
ロ
を
目
指
す
「
脱

炭
素
先
行
地
域
」
の
第
１
回

目
の
選
定
結
果
を
発
表
し
ま

し
た
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
２
６

の
先
行
地
域
が
選
ば
れ
、
道

内
か
ら
は
、
石
狩
市
、
上
士

幌
町
、
鹿
追
町
の
３
市
町
が

選
定
さ
れ
ま
し
た
。
（
各
市

町
の
取
組
は
第
2
面
以
降
に

掲
載
）

▼

第
２
回
目
の
応
募

開
始
は
７
月
２
６
日

Topics

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
レ
ポ
ー
ト

の
発
行
に
つ
い
て

北
海
道
環
境
生
活
部
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
推
進
局
で
は
、
市
町

村
や
事
業
者
の
方
々
が
脱
炭
素

の
取
組
を
進
め
る
た
め
に
参
考

と
な
る
事
例
や
情
報
な
ど
を
紹

介
す
る
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
レ
ポ
ー

ト
」
を
発
行
す
る
こ
と
と
し
ま

し
た
。

本
年
度
は
、
第
１
号
を
含
め

て
全
４
回
の
発
行
を
予
定
し
て

お
り
、
脱
炭
素
に
関
す
る
時
事

情
報
や
、
行
政
・
企
業
・
団
体

の
先
進
的
な
取
組
な
ど
を
中
心

に
お
伝
え
し
て
参
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

環
境
省
で
は
、
脱
炭
素
先

行
地
域
の
第
２
回
目
と
な
る

選
定
を
、
７
月
２
６
日
か
ら

１
ヶ
月
で
募
集
す
る
と
発
表

し
ま
し
た
。
な
お
、
２
０
２

１
年
６
月
の
「
地
域
脱
炭
素

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
で
は
脱
炭

素
先
行
地
域
を
全
国
で
少
な

く
と
も
１
０
０
カ
所
選
ぶ
方

針
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

石狩市

鹿追町

上士幌町

特集 第１回脱炭素先行地域の選定に迫る！
北海道・振興局のゼロカーボンに向けた取組
道内企業のゼロカーボンに向けた取組

《表紙写真》：鹿追町商用水素ステーションの開所

2022年5月29日、国内初の家畜糞尿を由来とする商用水素ステーションの開所式が行われま
した。（株式会社しかおい水素ファーム敷地内）



特集
第
１
回

脱
炭
素
先
行
地
域
の
選
定
に
迫
る
！

選定に向けた
ワンポイント

脱
炭
素
先
行
地
域
は
、
２
０
５

０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向

け
て
、
民
生
部
門
（
家
庭
部
門
及
び

業
務
そ
の
他
部
門
）
の
電
力
消
費

に
伴
う
C
O
2
排
出
の
実
質
ゼ
ロ

を
実
現
し
、
運
輸
部
門
や
熱
利
用

等
も
含
め
て
そ
の
ほ
か
の
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
に
つ
い
て
も
、

我
が
国
全
体
の
２
０
３
０
年
度
目

標
と
整
合
す
る
削
減
を
地
域
特
性

に
応
じ
て
実
現
す
る
地
域
で
す
。

２
０
２
５
年
度
ま
で
に
、
脱
炭

素
に
向
か
う
地
域
特
性
等
に
応
じ

た
先
行
的
な
取
組
実
施
の
道
筋
を

つ
け
、
２
０
３
０
年
度
ま
で
に
実

行
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
２
６
日
、
脱

炭
素
先
行
地
域
の
第
１
回
目
の
採

択
結
果
が
公
表
さ
れ
、
石
狩
市
、
上

士
幌
町
、
鹿
追
町
の
３
市
町
が
選

定
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
の
ペ
ー
ジ
で

そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

▼

脱
炭
素
先
行
地
域
と
は

地域脱炭素移行・再エネ推進交付金

交付対象 市町村等

対象要件 脱炭素先行地域に選定されていること

事業
内容

下記①を前提に、②・③を組み合わせて地域・施設群の脱炭素に一体的に取り組む事業

①地域の再エネポテンシャル
を最大限活かした再エネ等設
備の導入

②地域再エネ等の利用の最
大化のための基礎インフラ設
備の導入

③地域再エネ等の利用の最
大化のための省CO2等設備
の導入

対象
設備例

•太陽光、風力、中小水力、バ
イオマス

•再エネ熱、未利用熱利用設備
（太陽熱、地中熱、温泉熱、融
雪熱、下水熱等）

•蓄エネ設備
•自営線、熱導管
•再エネ由来水素関連設備
•エネマネシステム 等

•ZEB・ZEH、断熱改修等
•ゼロカーボンドライブ（電動
車、充放電設備等）

•その他各種省CO2設備（高
機能・高効率換気・空調、コ
ジェネ等） 等

交付率 ３／４～１／２等

▼

道
内
か
ら
は
３
市
町
が
選
定

2025 2030 2050

集中期間
政策総動員

脱炭素
ドミノ

・100か所以上の
先⾏地域を創出
・重点対策を
全国津々浦々で
実施

基盤的施策

・脱炭素
で強靭な
活⼒ある
地域社会
を全国で
実現

2020
●

先
行
地
域
の
募
集
開
始

●

計
画
提
案
書
の
提
出

●

内
容
確
認
・意
見
照
会

●

評
価
委
員
会
に
よ
る
評
価

（ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
）

●

先
行
地
域
の
選
定
・公
表

▼

選
定
後
に
活
用
で
き
る
交
付
金

先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
た
地
方

公
共
団
体
等
は
、
提
案
し
た
事
業
計

画
の
実
現
の
た
め
、
地
域
脱
炭
素
移

行
・
再
エ
ネ
推
進
交
付
金
の
う
ち
、

「
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
」

の
活
用
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

環境省 北海道地方環境
事務所 地域脱炭素創生室

小高 室長

北
海
道
地
方
環
境
事

務
所
で
今
年
４
月
か
ら

新
た
に
設
置
さ
れ
た

「
地
域
脱
炭
素
創
生
室
」

の
室
長
を
務
め
ま
す
小

高
（
こ
だ
か
）
と
申
し
ま

す
。「

脱
炭
素
先
行
地
域
」

の
選
定
要
件
は
主
に
８

項
目
あ
り
ま
す
が
、
第

１
回
目
の
審
査
プ
ロ
セ

ス
を
終
え
て
、
と
り
わ

け
重
要
視
さ
れ
て
い
る

な
と
感
じ
た
の
は
、
「
脱

炭
素
の
取
組
に
伴
う
地

域
課
題
の
解
決
」
に
関

す
る
項
目
で
す
。
地
域

へ
の
再
エ
ネ
導
入
の
み

な
ら
ず
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
機
能
の
向
上
、
産
業

集
積
、
家
畜
ふ
ん
尿
問

題
の
解
決
、
公
共
交
通

の
利
便
性
の
向
上
な
ど
、

様
々
な
分
野
と
融
合
さ

せ
た
自
治
体
の
提
案
が

選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
申
請
を
考
え

る
自
治
体
の
皆
様
に
お

か
れ
て
は
、
こ
の
先
行

地
域
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

を
環
境
部
署
だ
け
の
も

の
に
留
め
ず
、
オ
ー
ル

庁
内
で
検
討
プ
ロ
セ
ス

を
進
め
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。
環
境
事

務
所
は
い
つ
で
も
相
談

に
乗
り
ま
す
の
で
、
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

要チェックや!

◀ 環境省 脱炭素
先行地域づくり
支援サイトへ！

環境省
北海道地方環境事務所

〒006-0808
札幌市北区北８条西２丁目

札幌第一合同庁舎３Ｆ
TEL： 011-299-2460

▲ 選定のプロセス

▼ 脱炭素ロードマップ（環境省）

◀
脱
炭
素
先
行
地
域
づ
く
り
事
業
の
交
付
内
容

1

・
農
産
漁
村
・
離
島
・
都
市
部

な
ど
多
様
な
地
域
か
ら

一
〇
〇
カ
所
以
上
を
選
定

・
脱
炭
素
と
地
域
課
題
を
同
時

解
決
す
る
モ
デ
ル
と
な
る

地
域

・
意
欲
的
な
脱
炭
素
の
取
組
に

対
し
て
国
が
積
極
的
に
支
援

す
る
地
域



石狩市

再
エ
ネ
の
地
産
地
活
・
脱
炭
素
で

地
域
を
リ
デ
ザ
イ
ン

対象地域

Ｑ

工
夫
し
た
点
は
？

今
回
は
第
１
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
申
請
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
非

常
に
タ
イ
ト
で
し
た
。
ま
た
、
公
共

施
設
の
脱
炭
素
化
に
は
管
理
担
当

部
署
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
が
、
他

部
署
に
脱
炭
素
先
行
地
域
の
取
組

に
つ
い
て
理
解
・
協
力
し
て
も
ら

う
の
に

①石狩湾新港地域REゾーン、②公共施設群

主な需要先

札
幌
圏
に
お
け
る
産
業
拠
点
で

あ
る
石
狩
湾
新
港
エ
リ
ア
に
お
い

て
、
太
陽
光
発
電
の
導
入
と
地
域

内
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
設
備

を
活
用
し
た
特
定
送
配
電
事
業
に

よ
り
地
域
に
集
積
が
見
込
ま
れ
る

デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
群
及
び
周
辺
施
設

に
再
エ
ネ
電
力
を
供
給
し
ま
す
。

電
力
消
費
の
大
き
い
デ
ー
タ
セ

ン
タ
ー
の
電
力
を
全
て
再
エ
ネ
電

力
で
賄
い
、
地
域
の
脱
炭
素
化
を

図
り
な
が
ら
、
再
エ
ネ
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
を
地
域
の
優
位
性
と
し
、

更
な
る
産
業
集
積
を
目
指
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
石
狩
市
中
心
核
の
公

共
施
設
群
に
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド

を
構
築
し
、
C
O
2
排
出
実
質
ゼ

ロ
と
防
災
機
能
の
実
現
に
向
け
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

データセンター、誘致予定企業の施設、市役所などの公共施設

・
再
エ
ネ
の
地
産
地
活
に
よ
る
産
業

集
積
の
実
現

・
再
エ
ネ
需
要
家
の
新
規
立
地
に

よ
る
レ
ジ
リ
エ
ン
ト
な
行
政
機
能

の
実
現

・
蓄
電
池
の
導
入
及
び
水
素
製
造
に

よ
る
地
域
調
整
力
の
確
保

・
セ
ク
タ
ー
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
に
よ
る

地
域
脱
炭
素
と
公
共
交
通
の
共
存

▼

期
待
さ
れ
る
効
果

2

◀ 脱炭素先行地域対象区域

▲ 対象区域平面図

エリア①での主な取組

エリア②での主な取組

豊富な再エネを電力消費量の大
きい石狩湾新港地域に供給する
特定送配電事業を立ち上げる。
その後順次、公共施設やその他
の民生施設への供給拡大を図る。

特定送配電事業者を核とし、公
共施設の脱炭素化を図る。再エ
ネ電力の供給手法は、①自営線
による供給、②トラッキング付き
非化石証書を付与した供給など、
最適な再エネ供給及び調達方
法を選択。

▼

取
組
の
全
体
像

▼

民
生
部
門
電
力
以
外
の
脱
炭

素
化
に
関
す
る
主
な
取
組

公
用
車
の
Ｅ
Ｖ
化
等
と
カ
ー
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
実
施
に
よ
る
運
輸
部
門

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
と
共
に
車

載
蓄
電
池
を
防
災
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
再
エ
ネ
に
よ
る
新
た
な
公

共
交
通
や
再
エ
ネ
の
広
域
送
電
線
の

実
現
に
向
け
た
検
討
に
よ
り
、
再
エ

ネ
に
よ
る
地
域
課
題
の
解
決
と
共
に
、

再
エ
ネ
の
地
産
地
活
を
推
進
。

本
市
の
再
エ
ネ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

の
優
位
性
を
意
識
し
ま
し
た
。

ま
た
、
再
エ
ネ
の
地
産
地
活
を

通
じ
て
、
脱
炭
素
地
域
社
会
の
実

現
に
と
ど
ま
ら
ず
、
他
分
野
（
へ
の

地
域
課
題
の
解
決
へ
と
波
及
さ
せ
、

い
か
に
地
域
活
性
化
や
持
続
可
能

な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
か
、

を
意
識
し
ま
し
た
。

石狩市環境市民部
環境課

時崎 課長

苦
労

し
ま

し
た
。

担
当
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

Ｑ

苦
労
し
た
点
は
？

エリア①

エリア②



上士幌町

未
来
へ
つ
な
ぐ
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
上
士
幌
の
実
現
と

ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
構
築
を
目
指
し
て

バイオガス
プラント

対象地域 町全体

主な需要先 住宅、公共施設、法人事務所、個人事業主、工場

3

町
内
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
発
電
さ
れ
た
電
気
を
特
定
卸
供

給
に
よ
り
供
給
す
る
「
か
み
し
ほ
ろ

電
力
」
の
体
制
強
化
及
び
供
給
件
数

の
拡
大
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
町
有
地
や
公
共
施
設
を
活

用
し
、
官
民
協
働
に
よ
り
大
規
模
太

陽
光
発
電
を
導
入
し
、
か
み
し
ほ
ろ

電
力
に
供
給
し
ま
す
。

一
方
、
一
般
住
宅
向
け
卒
F
I
T

電
力
を
か
み
し
ほ
ろ
電
力
に
供
給

し
ま
す
。

な
お
、
災
害
時
は
、
役
場
庁
舎
等

防
災
拠
点
と
な
る
主
要
な
公
共
施

設
に
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
強
化
を
目
的

と
し
た
マ
イ
ク
ロ
グ
リ
ッ
ド
を
構

築
す
る
と
と
も
に
一
般
住
宅
・
事

業
者
向
け
太
陽
光
発
電
設
備
の
導

入
を
支
援
し
ま
す
。

▼

民
生
部
門
電
力
以
外
の

主
な
取
組

全
公
用
車
両
の
E
V
・
P
H
E
V

の
更
新
及
び
公
用
電
動
自
動
車
の
導

入
を
行
い
、
E
V
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

整
備
し
ま
す
。

ま
た
、
農
村
部
市
街
地
送
迎
バ
ス

を
、
デ
マ
ン
ド
運
行
と
す
る
こ
と
で

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

町
内
の
人
流
・
物
流
に
つ
い
て
、

共
同
配
送
や
貨
客
混
載
、
ド
ロ
ー
ン

配
送
等
の
複
数
手
法
を
組
み
合
わ
せ

た
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
検
討
し
ま
す
。

▼

期
待
さ
れ
る
効
果

・
再
エ
ネ
の
地
産
地
消
に
よ

り
、
安
定
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

供
給
体
制
を
確
保

・
大
規
模
停
電
な
ど
の
非
常

時
で
も
防
災
拠
点
と
し
て

の
電
力
を
確
保

▼

取
組
の
全
体
像

国
内
に
お
け
る
脱
炭
素
ド
ミ
ノ
及

び
地
方
創
生
推
進
の
観
点
か
ら
、
町

内
全
域
を
対
象
と
し
た
点
や
、
様
々

な
再
エ
ネ
・
省
エ
ネ
の
取
組
に
よ
る

総
合
的
な
事
業
ス
キ
ー
ム
、
環
境
面

だ
け
で
な
く
、
経
済
面
・
社
会
面
と

の
調
和
を
図
り
な
が
ら
取
組
を
進
め

る
と
す
るS

D
G
s

推
進
の
視
点
な
ど
、

他
地
域
と
の
差
別
化
を
意
識
し
た
構

成
と
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

Ｑ

工
夫
し
た
点
は
？

第
１
回
目
の
応
募
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
参
考
に
で
き
る
事
例
が
な
か
っ
た

こ
と
に
加
え
、
町
全
体
に
お
け
る
電
力

需
要
量
・
供
給
量
・
削
減
量
な
ど
の
算

定
の
ほ
か
、
庁
内
各
課
を
は
じ
め
、
企

業
や
団
体
等
と
取
組
の
方
向
性
を
共
有

し
な
が
ら
、
脱
炭
素
化
の
実
現
可
能
性

を
高
め
て
い
く
方
策
の
検
討
な
ど
、
限

ら
れ
た
時
間
の

上士幌町
企画財政課
井溪 主幹

中
で
の
提
案

内
容
の
具
現

化
に
大
変
苦

労
し
ま
し
た
。

担
当
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

Ｑ

苦
労
し
た
点
は
？



鹿追町

多
用
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
と
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

強
化
、
環
境
価
値
の
向
上
に
よ
る

地
方
創
生
モ
デ
ル
「M

I
R
A
I
 
C
O
U
N
T
R
Y

」
の
提
唱

対象地域
役場周辺エリア、瓜幕エリア、然別湖エリア、
エネルギー供給エリア、公共施設群等

主な需要先 庁内全公共施設他、ホテル等の事業所

配
点
項
目
の
対
応
表
を
独
自
に
整

理
し
、
提
案
書
の
中
で
そ
の
部
分
を

ア
ピ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
工
夫
し
ま

し
た
。

ま
た
、
評
価
委
員
の
皆
様
の
論
文

な
ど
を
事
前
に
確
認
し
、
想
定
問
答

を
し
っ
か
り
作
り
込
む
こ
と
で
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
当
日
の
追
加
質
問
に

も
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
で
き
た
こ
と
は

良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

担
当
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

Ｑ

工
夫
し
た
点
は
？

Ｑ

苦
労
し
た
点
は
？

4

▼

取
組
の
全
体
像

公
共
施
設
を
主
体
に
町
民
サ
ー
ビ

ス
に
よ
る
行
動
変
容
を
図
る
役
場
周

辺
エ
リ
ア
、
脱
炭
素
等
に
よ
る
交
流

拠
点
と
な
る
瓜
幕
エ
リ
ア
、
地
域
振

興
の
拠
点
と
な
る
然
別
湖
エ
リ
ア
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
り
町

内
に
届
け
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
エ
リ

ア
の
、
４
つ
の
エ
リ
ア
で
、
太
陽
光

や
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
等
の
設
備

導
入
を
集
中
し
て
行
う
と
と
も
に
、

公
共
施
設
群
に
お
い
て
は
、
オ
ン
サ

イ
ト
に
加
え
、
地
域
新
電
力
を
介
し

て
町
内
の
再
エ
ネ
由
来
電
気
を
導
入

す
る
こ
と
で
地
域
の
脱
炭
素
化
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

▼

各
対
象
エ
リ
ア
に
お
け
る

具
体
的
な
取
組

[

役
場
周
辺
エ
リ
ア]

主
要
公
共
施
設

を
結
ぶ
自
営
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

▼

期
待
さ
れ
る
効
果

・
バ
イ
オ
ガ
ス
の
利
活
用
に
よ
る
農

業
の
持
続
的
な
成
長
・
生
活
環
境

確
保
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
自
給
率
向
上

及
び
防
災
対
策
の
推
進

・
地
域
新
電
力
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
金
の
流
出
抑
制
・
雇
用
の
創
出

道
の
駅
・
太
陽
光
発
電
・
蓄
電
池
等

を
接
続
。

[

瓜
幕
エ
リ
ア]

山
村
受
入
拠
点
等
の
施

設
群
に
、
自
営
線
・
太
陽
光
発
電
等

を
導
入
し
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
強
化
。

[

然
別
湖
エ
リ
ア]

既
存
ホ
テ
ル
と
観
光

拠
点
に
太
陽
光
、
F
C
E
V
等
を
導

入
し
、
集
落
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
パ
ー
ク

の
達
成
を
目
指
す
。

[

エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
エ
リ
ア]

大
規
模
バ

イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
を
導
入
。

[

公
共
施
設
群]

3
2
3
の
公
共
施
設
に

対
し
て
、
地
域
新
電
力
を
介
し
て
町

内
の
再
エ
ネ
由
来
電
気
を
供
給
。

• 太陽光発電・蓄電池の導入
• 太陽熱の活用 等

• 太陽光発電・FCEV・V2H導入
• 既存ホテルの省エネ改修 等
• 温泉熱HPの導入

家庭・農家での取組 然別湖エリアでの取組

ｴﾈﾙｷﾞｰ供給エリア
での取組

• 新規バイオガスプラン
ト導入

• バイオメタン精製・圧
縮設備導入

その他公共施設群

• 地域新電力を介してバイオガス
プラントからの環境価値が付加
された電力を供給。

• 水素燃料電池の導入、太陽光発電、蓄電池の導入
• EVステーション設置、CEMSの改修 等
• Nearly ZEB化改修、太陽熱の導入、暖房設備のEHP化

役場周辺エリアでの取組

瓜幕エリア
での取組

• メタンコジェネ、太陽
光発電、蓄電池、自
営線導入

• FCEV・V2H導入
• 新設Nearly ZEB
• 太陽熱の導入

と
に
か
く
時
間
が
な
か
っ
た
の
で
、

全
て
の
プ
ロ
セ
ス
を
並
行
し
て
進
め

る
と
い
う
作
業
は
本
当
に
苦
労
し
ま

し
た
。
事
業
の
内
容
や
事
業
費
の
積

算
、
コ
ン
セ
ン
サ
ス
、
提
案
書
の
見

せ
方
、
な
ど
短
い
時
間
の
中
で
や
る

こ
と
は
山
ほ
ど
あ
り
ま
し
た
。

鹿追町 企画課
林 係長

他
の
職
員
や

外
部
の
協
力
な

く
し
て
は
提
案

書
の
作
成
は
で

き
な
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。



けた取組をご紹介！！

上
川
総
合
振
興
局
で
は
「
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
っ
て
な
に
？
、
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
「
か
み
か
わ
版

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

「
か
み
か
わ
版
ゼ
ロ
カ
ー
ボ

ン
・
ア
カ
デ
ミ
ー
」
は
、
政
府
に

よ
る
２
０
５
０
年
ま
で
に
温
室
効

果
ガ
ス
の
排
出
を
全
体
で
ゼ
ロ
に

す
る
目
標
に
対
し
、
上
川
管
内
の

高
校
生
達
と
地
域
資
源
を
使
っ
た

温
室
効
果
ガ
ス
排
出
ゼ
ロ
に
向
け

た
課
題
解
決
の
方
策
を
検
討
し
、

提
案
を
行
う
も
の
で
す
。

令
和
3
年
度
は
、
4
回
に
わ
た

り
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
実
施
し
、
管

内
の
高
校
生
・
大
学
生
な
ど
12
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

生
徒
達
は
管
内
や
海
外
の
講
師

か
ら
講
義
を
受
け
、
カ
ー
ボ
ン

フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
を
調
査
す
る
な

ど
、
自
分
の
活
動
で
排
出
し
た
温

室
効
果
ガ
ス
の
量
を
実
感
す
る
と

共
に
、
3
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
、
メ
ン
タ
ー
か
ら
の
助
言
を
得

な
が
ら
、
古
着
や
傘
の
リ
サ
イ
ク

ル
、
キ
ャ
ン
プ
に
着
目
し
、
ア
イ

デ
ア
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
、
オ
ン
ラ
イ

ン
視
聴
者
と
意
見
交
換
し
、
ア
イ

デ
ア
の
実
現
に
向
け
、
思
い
を
一

つ
に
し
ま
し
た
。

上
川
総
合
振
興
局

十
勝
総
合
振
興
局

▼

Ｅ
Ｖ
公
用
車
の
可
能
性
を

探
る
研
究
会
発
足
！

十
勝
総
合
振
興
局
長
が
代
表
を
務

め
る
「
十
勝
次
世
代
自
動
車
研
究

会
」
は
、
環
境
負
荷
の
低
い
電
気
自

動
車
の
導
入
推
進
な
ど
、
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
に
資
す
る
活
動
を
官
民
連
携
し

て
取
り
組
む
事
を
目
的
に
令
和
4
年

1
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
2
月
～
3

月
に
は
振
興
局
に
て
Ｅ
Ｖ
の
試
験
導

入
を
実
施
し
た
他
、
新
年
度
に
入
っ

た
5
月
27
日
に
は
、
管
内
市
町
村
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
担
当
者
を
対
象
に
し

た
Ｅ
Ｖ
の
勉
強
会
と
試
乗
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
日
産
自
動
車
の
専
門
家

を
招
い
た
講
義
で
は
、
世
界
的
な
Ｅ

Ｖ
シ
フ
ト
へ
の
潮
流
や
、
太
陽
光
発

電
と
Ｅ
Ｖ
を
連
携
さ
せ
地
域
一
帯
で

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
す
る

先
行
事
例
等
に
つ
い
て
知
見
を
深
め
、

体
験
試
乗
会
で
は
、
Ｅ
Ｖ
の
操
作
性
、

安
全
性
、
耐
久
性
な
ど
を
体
感
。
下

車
後
は
、
災
害
時
に
非
常
用
電
源
と

し
て
活
用
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
見
学
し
た
。
参
加
し
た
市

町
村
職
員
か
ら
は
「
導
入
時
に
は
、

充
電
設
備
の
数
や
配
置
な
ど
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
全
体
の
レ
イ
ア
ウ
ト
を
総

合
的
に
考
え
る
必
要
を
感
じ
た
」
な

ど
、
公
用
車
と
し
て
の
導
入
に
向
け

た
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
語
る
声
も

聞
か
れ
た
。
研
究
会
で
は
今
後
も
、

管
内
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
普
及
の
課
題
の

抽
出
や
、
公
用
と
民
用
の
Ｅ
Ｖ
カ
ー

シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の
可
能
性
な
ど
に
つ

い
て
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
調
査
と

研
究
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

▲体験試乗会での見学の様子

▲体験試乗会で活用した電気自動車

▼
か
み
か
わ
版
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
・

ア
カ
デ
ミ
ー
開
催
！

▲キックオフ時の参加者の皆様▲ キックオフイベントのチラシ

かみかわ版
ゼロカーボン・
アカデミーHP
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■北海道の脱炭素に向

令
和
３
年
度
に
振
興
局
の
若
手
職

員
で
結
成
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ひ

や
ま
チ
ャ
レ
ン
ジ
チ
ー
ム
」
で
は
、

脱
炭
素
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る

ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
ゼ
ロ
ボ
ン
」
を
制

作
し
ま
し
た
。

こ
の
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
は
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
達
成
に
必
要
な
地
域
の
取

組
や
各
々
の
行
動
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
ほ
か
、
檜
山
地
域
の
魅

力
に
つ
い
て
も
知
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
で
す
。

ゲ
ー
ム
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
は
、

カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
ボ
ー
ド

上
に
置
い
た
駒
を
取
り
合
う
も
の
で

す
が
、
ゲ
ー
ム
中
の
イ
ベ
ン
ト
発
生

や
ボ
ー
ナ
ス
点
の
獲
得
に
よ
る
大
逆

転
な
ど
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

楽
し
ん
で
遊
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
工

夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
ル
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
ゼ
ロ

か
ら
考
え
て
お
り
、
世
界
に
一
つ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま

す
。ゲ

ー
ム
に
使
用
す
る
カ
ー
ド
に
は
、

「
節
電
・
節
水
」
や
「
暮
ら
し
に
木

を
取
り
入
れ
る
」
な
ど
の
環
境
省
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ア
ク
シ
ョ
ン
30
を
基

本
と
し
た
内
容
が
記
載
さ
れ
た
も
の

や
、
檜
山
管
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の

写
真
が
印
刷
さ
れ
た
も
の
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

北
海
道
環
境
生
活
部
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
戦
略
課
で
は
、
２
０
５
０
年

「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
」
の
実

現
に
向
け
て
、
道
民
の
皆
様
や
民

間
事
業
者
の
方
々
に
、
脱
炭
素
に

向
け
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
・
ビ
ジ

ネ
ス
ス
タ
イ
ル
の
転
換
に
つ
な
が

る
取
組
を
広
く
呼
び
か
け
、
で
き

る
こ
と
か
ら
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取

組
を
一
緒
に
実
践
し
て
い
く
「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
チ
ャ
レ
ン
ジ

ま
た
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
に
と
っ
て
大
切
な
「
木
」

と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
し
た
い
と

い
う
思
い
か
ら
、
材
料
に
は
道
産
木

材
を
使
用
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
使
っ

た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、
小
中
学
校
等

へ
の
出
前
授
業
、
管
内
の
学
校
や
一

般
の
方
へ
の
貸
出
し
な
ど
、
幅
広
く

活
用
の
場
を
広
げ
て
い
く
予
定
で
す
。

檜
山
振
興
局

▼

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
を
楽
し
く

学
べ
る
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム

「
ゼ
ロ
ボ
ン
」
を
制
作
！

▲ ゼロカーボンひやまチャレンジチーム

◀

制
作
し
た
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「ゼ
ロ
ボ
ン
」

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
始
動
！

２０５０年ゼロカーボン北海道の実現

ゼロカーボン北海道チャレンジプロジェクト

CO2排出量を知
ろう！

プラスチックごみ
の削減、マイボト
ルを持ち歩こう！

木を植えて、育て
て、楽しもう！

環境の未来につ
いて考えよう！

４
つ
の
重
点
Ｐ
Ｊ

そ
の
他
の
取
組

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
動
し
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
９
つ
の
分
野
と

32
の
取
組
、
４
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
構
成
さ
れ
ま
す
。
各
種
イ
ベ

ン
ト
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
知
事
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
等
、
Ｈ
Ｐ
で
ご
確
認
の

上
、
参
加
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道

チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
全
体
像

◀

6

▲ ゼロカーボン北海道
チャレンジプロジェクト
HPへ！
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ゼロカーボン戦略課HP▶

チェックでござる

有
限
会
社
山
野
内
建
設

▼
「
全
棟
Ｚ
Ｅ
Ｈ
宣
言
！
」

Ｚ
Ｅ
Ｈ
建
設
の
パ
イ
オ
ニ
ア

〒
０
４
９–

３
１
０
２

二
海
郡
八
雲
町
東
町
２
３
６–

２

２
０
２
０
年
に
は
Ｚ
Ｅ
Ｈ
ビ
ル

ダ
ー
の
6
つ
星
評
価
を
獲
得
し
て

い
ま
す
。

近
年
、
Ｒ
Ｃ
造
建
築
や
中
古
住

宅
（
築
４
５
年
）
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
化
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ
タ
ウ
ン
の
計
画
も
進
ん
で

お
り
、
『
住
宅
屋
さ
ん
』
で
は
な

く
『
Ｚ
Ｅ
Ｈ
屋
さ
ん
』
で
す
、
と

自
己
紹
介
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

昨
今
の
資
材
高
騰
や
高
額
な
解

体
費
か
ら
、
中
古
住
宅
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ

化
に
注
力
し
て
お
り
、
空
家
対
策

や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
な
ど
地
域

社
会
へ
の
貢
献
を
進
め
て
い
ま
す
。

北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
の

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ハ
ウ
ス
に
刺

激
を
受
け
、
２
０
０
８
年
に
第
1

号
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ネ

ル
ギ
ー
ハ
ウ
ス
）
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス

を
造
り
、
そ
れ
を
機
に
サ
ー
ビ
ス

付
高
齢
者
賃
貸
住
宅
な
ど
の
Ｚ
Ｅ

Ｂ
（
ネ
ッ
ト
ゼ
ロ
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ

ル
）
も
建
築
。
２
０
１
２
年
開
始

の
Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
や
国
の
Ｚ
Ｅ
Ｈ
支

援
事
業
の
後
押
し
に
よ
り
、
Ｚ
Ｅ

Ｈ
住
宅
の
占
め
る
割
合
が
年
々
増

加
し
、
２
０
１
７
年
に
は
自
ら

『
全
棟
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
宣
言
！
』
を
し
、

そ
れ
以
降
Ｚ
Ｅ
Ｈ
住
宅
４
０
棟
、

Ｚ
Ｅ
Ｈ-

Ｍ
（
ゼ
ッ
チ
マ
ン
シ
ョ

ン
）
１
６
棟
の
実
績
を
積
み
、

▲ ZEH住宅と電気自動車

▲ ZEH住宅モデル内観 ▲ ZEHの修築チラシ

株
式
会
社
ア
ミ
ノ
ア
ッ
プ
で
は
、

「
自
然
の
恵
み
で
世
界
の
人
々
を

笑
顔
に
す
る
」
と
い
う
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
も
と
、
科
学
的
に
裏
付
け
ら

れ
た
機
能
性
素
材
の
開
発
・
製
造

を
行
っ
て
い
ま
す
。
健
康
食
品
を

作
る
会
社
が
Ｃ
Ｏ
2
を
大
量
に
排

出
す
る
の
は
相
応
し
く
な
い
と
考

え
、
２
０
１
１
年
か
ら
、
工
場
や

建
物
に
、
太
陽
光
発
電
、
雪
冷
房

シ
ス
テ
ム
な
ど
、
７
０
項
目
に
も

及
ぶ
環
境
へ
配
慮
し
た
構
造
・
機

能
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

社
員
が
率
先
し
て
階
段
を
使
用
す

る
な
ど
社
内
運
用
の
取
組
も
進
め
、

年
間
で
約
４
０
0
ト
ン
の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
削
減
を
実
現
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
は
、
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
削
減
に
向
け
た
同
社
の
事

業
計
画
が
経
済
産
業
省
北
海
道
経

済
産
業
局
よ
り
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

用
環
境
負
荷
低
減
事
業
適
応
計

画
」
の
全
国
初
と
な
る
認
定
を
受

け
ま
し
た
。
工
場
・
事
務
所
の
屋

上
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
増
設
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
効
率
に
優
れ
た
機
械
装
置

の
導
入
な
ど
を
行
い
製
品
の
製
造

時
に
排
出
さ
れ
る
Ｃ
Ｏ
2
を
減

少
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
付
加
価
値

の
創
出
と
環
境
へ
の
負
担
低
減
を

図
る
計
画
と
し
て
い
ま
す
。

◀
雪
冷
房
設
備

▶

計
画
の
取
組
内
容
イ
メ
ー
ジ

株
式
会
社
ア
ミ
ノ
ア
ッ
プ

▼

環
境
へ
配
慮
し
た
構
造

・
機
能
の
導
入

▼

全
国
初
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
環
境
負
荷
低
減
事
業

適
応
計
画
」
認
定

▶

太
陽
光
パ
ネ
ル

〒
０
０
４–

０
８
３
９

札
幌
市
清
田
区
真
栄
３
６
３
番
地
32
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